
静的な実行管理から
インテリジェントなネットワークへ：
消費財業界 サプライチェーンの
未来を切り拓く5つの変革の指針

リアルタイムデータと完全な可視性で
サプライチェーンを強化し
予測、競争、市場優位を実現る



インテリジェントな自己最適化ネットワークの
基盤
抜本的なサプライチェーン変革が進んでいま
す。消費財・食料品企業の業務では、静的な
実行管理モデルが長年利用されてきました。こ
のモデルは、長期の計画サイクル、段階的なプ
ロセス、分断化した意思決定を特徴とします。
しかし、需要変動の激化、供給途絶の深刻
化、フルフィルメント業務の複雑化に伴い、柔
軟性のないモデルに破綻が生じています。競
争力を維持するには、受動的な計画と手動
介入から脱却して、インテリジェントな AI 活用
型ネットワークへ移行する必要があります。これ
によって、把握、予測、実行をリアルタイムに行
います。

分断から協調ネットワークへ：
従来のサプライチェーンでは分断されたプロセス
で運用されていますが、協調ネットワークでは、
倉庫業務、輸配送、注文、運送業者、サプラ
イヤーを相互に連携して、インバウンドの実行
管理を最適化します。関係先との同期により、
リアルタイムでデータ主導の意思決定がサプラ
イチェーン全体でできるので、計画、実行管
理、および協働作業が整合します。

AI 活用型連携の力：
昨今の AI は単なる予測ツールではなく、リア
ルタイムの在庫品配送を連携して、品切れを
防止し、充足の俊敏性を強化します。調達、
補充、配送を動的に調整することで、消費
財・食料品業界では需要の変化にすばやく対
応できます。

可視化だけで終わらない、関係企業と歩調
を合わせた実行管理：
在庫、注文、貨物の追跡だけでは不十分で
す。連携したサプライチェーンでは多数の関係
先や企業と協働して、先を見越して混乱に対
処できます。サプライヤーの供給制約から突発
的な需要増加まで対応できます。これによっ
て、消費財・食料品業界の物流網全体で製
品の確実な供給とコスト最適化が確保されま
す。



消費財業界サプライチェーンの進化：
リーダーに求められる取り組み
数十年前から 消費財業界のサプライチェーンは、長い生産サイクル、硬直した計画、一括補充とい
う予測可能なモデルに従ってきました。しかし、現代の市場では、スピード、正確さ、適応力が求めら
れます。小売業者は品揃えの最適化を望み、消費者は迅速な充足を求め、サプライチェーンの混
乱は従来の実行管理の限界を浮き彫りにします。旧来の分断化した業務運営に固執すると、在庫
の不均衡、非効率、売上機会の喪失につながります。

競争力を維持するために 消費財業界のリーダーに求められるのは、AI を利用したインテリジェントな
供給ネットワークへの移行です。これにより、複雑性、非効率、サプライチェーンの混乱を解消し、俊
敏性の向上、最適化、戦略的優位の創出を達成します。サプライチェーン全体での協働作業、需
要の把握、在庫計画、物流の連携作業を見直す動きが、先進ブランドでは行われています。

本資料では、消費財業界のサプライチェーンの将来を決定付ける5つの重要な取り組みを概説しま
す。これらの取り組みにより、硬直化した計画サイクルから脱却し、判断結果のリアルタイム実行へと
移行できます。これによって、変化を予測してリスクを軽減し、効率を最大限に高めます。

卓越した業務運営の
第一歩は在庫最適化

AI 活用による
需要把握が不可欠

物流には実行管理の
コスト最適化が必要

サステナビリティは
業務最優先戦略

サプライチェーンの
回復力を左右する
透明性



卓越した業務運営の
第一歩は在庫最適化
在庫管理のパフォーマンスはこれまで以上に厳しいプレッ
シャーにさらされています。計画が柔軟性を欠き、断片的
な可視性になると、在庫の過不足が生じて、土壇場で
高コストな対応を招きます。消費者の嗜好が変化して、
小売業者が信頼性を求める中、受動的な在庫管理か
ら物流網ベースのリアルタイム実行管理への移行が 消
費財業界ブランドには求められます。可視性の強化、動
的な配分、同期の取れた計画により、製品の確実な供
給と OTIF (時間どおりの配送) の改善が可能です。

ラストマイル製品配分の改善：
リアルタイムの消費シグナル、業務拠点レベルの永続的
な在庫可視性、実際のリードタイムを利用して、物流網
全体で配分の意思決定を自動化します。これにより、
パートナーの連携を通じて、効率的な補充と製品配送
の円滑化を実現できながら、在庫の過不足と高額な緊
急配送が削減されます。

生産計画と需要との整合：
リアルタイム需要予測を利用することで、変化する消費
者嗜好、季節トレンド、地域的な需要変動に対して生
産戦略と配送戦略を同期します。

リアルタイムの可視化により店頭在庫状況を改善：
サプライヤー、メーカー、小売業者を横断して、複数企業
の在庫レベル、リードタイム、注文状況を可視化できま
す。現実の制約と共通需要シグナルを基に在庫調整と
フルフィルメント調整を動的に実施し、OTIF と OSA を
改善します。

顧客中心の
サプライチェーンでは、
予測精度を60% 
改善可能であり、
収益性の高い急激な
成長を促進可能。

Consumer Brands 
Association

https://consumerbrandsassociation.org/wp-content/uploads/2021/03/Future_of_Supply_Chain.pdf
https://consumerbrandsassociation.org/wp-content/uploads/2021/03/Future_of_Supply_Chain.pdf


AI 活用による需要把握が
不可欠
不安定な市場、消費者嗜好の変化、サプライチェーンの
混乱を受け、従来の予測は信頼性を失っています。静
的なモデルではリアルタイムの変化を捉えられないため、
不正確な在庫計画や高くつく在庫過不足が生じ、小売
業者と消費者に不満を抱かせます。AI 活用のインテリ
ジェンスがなければ、消費財業界の企業は販売機会の
喪失、非効率な補充、サプライチェーンのボトルネックと
いったリスクにさらされます。

AI 活用分析を用いた需要予測：
過去の売上、市場トレンド、リアルタイムの小売シグナル
を機械学習で分析し、需要の変化を事前に察知しま
す。先を見越して在庫、生産戦略、配送戦略を調整
し、変動に先んじて対応します。

リアルタイムの在庫調整を自動化：
AI 活用による補充によって在庫配分を最適化して、拠
点全体で在庫を動的に再配送します。これによって、在
庫の過不足を防止します。過不足のない適正在庫をす
べての配送センターで確保します。

小売業者やチャネル単位のきめ細かい需要予測：
小売業者、地域、チャネルを横断して、非常に詳細な
予測で AI を活用します。地域の需要と在庫戦略を整
合させ、フルフィルメント精度の向上、過剰在庫の最小
化、シームレスな製品供給を確保します。

自律型サプライチェーン
計画により、
最大4% の増収、
最大20% の在庫量
削減、最大10% の
サプライチェーンコスト
削減が可能。

McKinsey & Company

https://www.mckinsey.com/capabilities/operations/our-insights/autonomous-supply-chain-planning-for-consumer-goods-companies#SnippetTab


物流には実行管理の
コスト最適化が必要
不安定な需要、輸配送コストの増加、実行管理の断
片化により、消費財業界では物流効率化の課題が拡
大しています。分断されたフルフィルメントシステムは、高
コストなボトルネックを生み出し、これによって、遅延時間
の悪化、輸配送コストの急騰、需要と在庫変動の不一
致を引き起こします。競争力を維持するには、同期の取
れた物流がブランドで求められます。これによって、経路
選択の最適化と混乱への適応を実施して、小売業者の
期待にリアルタイムで対応します。

AI による経路選択と補充の同期：
フルフィルメント拠点全体で在庫配送をリアルタイムに最
適化し、貨物の輸送経路の再選択と在庫の再配分を
動的に実施することで、遅延と非効率を防止します。

サプライチェーン実行管理をエンドツーエンドで調整：
AI を活用した配送計画を用いて小売業者のリアルタイ
ム需要と在庫フローを整合させることで、緊急発送コスト
を最小化し、倉庫と店舗を横断して在庫レベルを最適
化します。

物流スマート化で小売業者のフルフィルメントを強
化：主要小売パートナーと連携して優先度の高いフル
フィルメントの確実な実施、配送の合理化、店頭在庫の
拡充を達成します。AI を用いた物流連携作業によって
非効率を解消し、コスト最適化され障害に強い供給網
を構築します。

消費財業界は
サプライチェーンの
協働と俊敏性を重視。
2025年の投資計画
として、リアルタイム
ダッシュボードの
テクノロジーが84%、
高度な分析が81%。

CGT

https://consumergoods.com/2024-supply-chain-technology-study


サプライチェーンの回復力を
左右する透明性
調達、生産、配送の死角は、消費財業界のサプライ
チェーンに混乱を引き起こし、多額の被害をもたらしま
す。シグナルの見落としによって、供給不足、法律違反、
非効率な在庫品配送が発生すれば、収益性とブランド
の信頼が損なわれます。サプライチェーンが複雑になる
と、業務では完全な可視化が必要です。これによって、リ
スク軽減、業務運営の俊敏性向上、変化する規制要
件への対応を行います。

サプライヤーと調達業務をリアルタイムに可視化：
サプライヤーのパフォーマンス、生産状態、原材料の在庫
状況を監視し、ボトルネックを防止します。AI を活用し
た分析によってリスクを早期に検出し、先を見越して調
達戦略を調整します。

小売業者や流通業者との連携強化：
店頭在庫、輸配送状況、需要変動をリアルタイムに整
合させます。AI を活用した可視化を通じて、販売トレン
ド、販促による突発的な需要喚起、消費者需要の変
化に対する対応を迅速にできます。

AI による法令遵守とサステナビリティの達成：
ESG 目標、労働法の遵守状況、規制要件をリアルタイ
ムに追跡します。AI による透明性確保は、リスク管理の
強化、サステナビリティの追跡改善、倫理的な意思決定
の増進に役立ちます。

サプライチェーンと
リスク管理を担う
経営幹部のうち、
サプライチェーン
全体を完全に
可視化しているのは
13% のみ。

KPMG 社

https://assets.kpmg.com/content/dam/kpmg/au/pdf/2022/future-ready-supply-chain-consumer-packaged-goods.pdf
https://assets.kpmg.com/content/dam/kpmg/au/pdf/2022/future-ready-supply-chain-consumer-packaged-goods.pdf


サステナビリティは
業務最優先戦略
サステナビリティは、効率化、コスト管理、ブランドロイヤル
ティの重要な手段です。消費財業界で調達、在庫管
理、物流にサステナビリティを取り入れると、廃棄物の削
減、業務運営の最適化、小売業者と消費者の信頼性
向上につながります。AI を利用した可視化と自動化
は、サステナビリティ目標と業績の両立を通じて、信頼性
と収益性を兼ね備えたサプライチェーンの構築に寄与しま
す。

責任あるスマートな調達でサステナビリティを推進：
AI を利用してサプライヤーを監視し、サステナビリティのベ
ンチマーク、倫理的な調達慣行、法令遵守標準を追跡
調査することで、業務運営を複雑化させることなく責任
あるパートナーと 消費財業界で連携できます。

調達管理を AI 活用で最適化し、廃棄物を削減：
AI を活用した補充処理によって過剰在庫と製品の減
耗損を最小限に抑えます。これによって、コストと環境へ
の影響を低減しながら、必要な時と場所で製品在庫を
確保します。

持続可能な包装と配送によって排出量を削減：
貨物量の最適化と環境に配慮した包装によって、二酸
化炭素の環境負荷と原材料の浪費を削減します。これ
によって、小売業者と消費者の期待に応えながら、コスト
を効率化します。

サステナブルを謳う
製品は2023年の
消費財業界市場の
18.5% を占める。
2022年の17.3% 
からの増加率は、
過去5年で最大。

NYU Stern Center for
Sustainable Business

https://www.stern.nyu.edu/experience-stern/about/departments-centers-initiatives/centers-of-research/center-sustainable-business/news-events/news-insights/press-release-despite-inflation-sustainable-products-hold-185-cpg-market-share-increase-12
https://www.stern.nyu.edu/experience-stern/about/departments-centers-initiatives/centers-of-research/center-sustainable-business/news-events/news-insights/press-release-despite-inflation-sustainable-products-hold-185-cpg-market-share-increase-12
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消費財業界サプライ
チェーンの未来：スマー
トで迅速で高収益
消費財業界は重要な転換点に立っています。従
来のサプライチェーンでは、昨今の不安定性、小
売業者の要求、業務運営の複雑さに対応できま
せん。市場リーダーの間では、AI を利用したネット
ワークの導入が進んでいます。これによって、問題
を機会に変え、新しいレベルの効率と回復力をも
たらします。

本資料で示した5つの重要項目は、消費財業界
の今後の発展の土台です。これらの戦略を実施す
ることで、サプライチェーンでは、変化を未然に検出
して混乱に即座に適応し、自己最適化を継続的
に実施できます。

品揃えのカスタマイズ、的確な需要把握、物流の
最適化、リアルタイムの透明性、ビジネス価値を高
めるサステナビリティなど、その効果は明白です。最
大限に成功する 消費財ブランドでは、変化を予
測してインテリジェントに対応し、複雑なサプライ
チェーンが競争優位になります。未来を手にするの
は、今変革に乗り出した企業です。
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